
は
じ
め
に

　
『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』（『
法
華
論
』
大
正
一
五
一
九
、
一
五
二
〇
）
の
著
書
で
あ
る
世
親
（
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
）
は
、
イ
ン
ド
仏
教
史
に
お
い
て

兄
の
無
著
（
ア
サ
ン
ガ
）
と
と
も
に
瑜
伽
行
唯
識
派
の
思
想
を
大
成
し
た
論
師
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。『
唯
識
三
十
頌
』
や
弥
勒
（
マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
）

と
無
著
に
よ
る
瑜
伽
行
唯
識
文
献
に
対
す
る
解
説
書
も
著
し
て
い
る
が
、
最
も
よ
く
読
ま
れ
た
著
書
は
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
で
あ
ろ
う
。
経
量
部
的

思
想
内
容
を
考
察
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
南
都
六
宗
の
倶
舎
宗
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
仏
教
の
教
義
を
学
ぶ
た
め
の
教
科
書
的
な
読
ま
れ
方
を
し
た
た

め
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
唯
識
思
想
の
代
表
的
な
著
作
は
『
唯
識
三
十
頌
』
で
あ
り
、
護
法
の
注
釈
書
で
あ
る
『
成
唯
識
論
』
と
と
も
に
多
く
の
研
究

が
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
著
書
を
中
心
に
し
て
、
経
量
部
的
思
想
を
判
断
基
準
に
し
た
世
親
二
人
説
や
、
小
乗
か
ら
大
乗
へ
の
転
向
と
い
う
視
点

で
、
彼
の
思
想
体
系
が
考
察
さ
れ
て
き
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
彼
に
帰
せ
ら
れ
る
大
乗
経
典
の
注
釈
書
が
、『
法
華
論
』
を
始
め
と
し
て
、
多
く
存
在
す
る
。
そ
の
中
に
は
、
そ
の
著
者
性
に
問
題
が

あ
る
注
釈
書
も
あ
り
、
近
年
に
大
竹
晋
に
よ
る
研
究
が
ま
と
め
ら
れ
る
ま
で
総
合
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た（
１
）。

イ
ン
ド
仏
教
史
に
お
い
て
こ

の
よ
う
に
、
経
典
の
注
釈
書
を
多
く
著
し
て
い
る
論
師
は
世
親
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
を
彼
の
特
徴
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
が
、
イ
ン
ド
仏
教
の
そ
の
後

の
展
開
は
、
経
典
よ
り
も
論
書
に
重
点
を
お
く
傾
向
と
な
る
。
そ
の
た
め
な
の
か
、
こ
れ
ら
の
注
釈
書
が
そ
の
後
の
論
書
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と

世
親
の
『
法
華
論
』
に
つ
い
て

望　

月　

海　

慧
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は
ほ
と
ん
ど
な
く
、『
法
華
論
』
に
関
し
て
も
、
イ
ン
ド
の
文
献
資
料
に
そ
の
痕
跡
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
そ
れ
故
に
、
経
典
の
注
釈
者

と
し
て
の
世
親
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
す
で
に
イ
ン
ド
仏
教
の
段
階
で
忘
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
認
識

さ
れ
て
い
る
経
典
の
注
釈
者
と
し
て
の
世
親
の
イ
メ
ー
ジ
に
違
和
感
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
る
。

一　

大
乗
経
典
の
注
釈
書

　

本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
を
論
じ
る
場
で
は
な
い
が
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
彼
の
注
釈
書
文
献
を
確
認
し
て
み
る
。

　

ま
ず
、
現
存
す
る
漢
訳
文
献
を
大
正
新
脩
大
蔵
経
の
目
録
に
基
づ
い
て
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
論（

２
）』（

大
正
一
五
一
一
）

『
金
剛
仙
論
』（
大
正
一
五
一
二（
３
））

『
能
断
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
経
論
釈（
４
）』（

大
正
一
五
一
三
）

『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎（
５
）』（

大
正
一
五
一
九
、
一
五
二
〇
）

『
十
地
経
論（
６
）』（

大
正
一
五
二
二
）

『
無
量
寿
経
優
波
提
舎（
７
）』（

大
正
一
五
二
四
）

『
寶
髻
経
四
法
憂
波
提
舎（
８
）』（

大
正
一
五
二
六
）

『
涅
槃
論（
９
）』（

大
正
一
五
二
七
）

『
涅
槃
経
本
有
今
無
偈
論
（
（1
（

』（
大
正
一
五
二
八
）

『
遺
教
経
論
（
（1
（

』（
大
正
一
五
二
九
）
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『
文
殊
師
利
菩
薩
問
菩
提
経
論

（
（1
（

』（
大
正
一
五
三
一
）

『
勝
思
惟
梵
天
所
問
経
論
』（
大
正
一
五
三
二
）

『
転
法
輪
経
憂
波
提
舎
（
（1
（

』（
大
正
一
五
三
三
）

『
三
具
足
経
優
波
提
舎
（
（1
（

』（
大
正
一
五
三
四
）

『
六
門
陀
羅
尼
経
論
』（
大
正
一
三
六
一
）

『
発
菩
提
心
経
論
』（
大
正
一
六
五
九
）

　

最
初
の
三
論
は
、
い
ず
れ
も
が
『
金
剛
般
若
経
』
に
関
す
る
解
説
書
で
あ
る
が
、
複
雑
な
事
情
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
論
』
と

『
能
断
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
経
論
釈
』
は
、
無
著
に
帰
せ
ら
れ
る
『
能
断
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
経
論
頌
』（
大
正
一
五
一
四
）
に
対
す
る
注
釈
書
で
あ
る

の
に
対
し
て
、『
金
剛
仙
論
』
は
、『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
論
』
に
対
す
る
複
注
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
著
者
性
に
問
題
が
あ
る
。
続
く
、『
妙
法
蓮
華
経

憂
波
提
舎
』、『
十
地
経
論
』、『
無
量
寿
経
優
波
提
舎
』
は
、
東
ア
ジ
ア
仏
教
で
よ
く
読
ま
れ
た
『
法
華
経
』、『
華
厳
経
』、『
無
量
寿
経
』
に
対
す
る
注

釈
書
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』
に
つ
い
て
は
、『
大
乗
荘
厳
経
論
』、『
摂
大
乗
論
釈
』
と
の
関
係
か
ら
、
世
親
の
著
作
と
認
識

さ
れ
て
い
る
。『
十
地
経
論
』
に
は
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
も
存
在
し
、
唯
識
思
想
と
唯
心
偈
の
関
係
か
ら
も
、
世
親
の
著
作
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。『
無
量
寿

経
優
波
提
舎
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
著
者
性
は
疑
わ
れ
て
い
な
い
が
、
イ
ン
ド
の
論
書
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
』
へ
の
依
拠
の
度
合
は
中
国
仏
教
の
も

の
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。『
涅
槃
論
』
と
『
涅
槃
経
本
有
今
無
偈
論
』
は
、『
大
般
涅
槃
経
』
に
対
す
る
注
釈
書
で
あ
る

が
、
前
者
は
、「
菩
薩
品
」
に
お
け
る
「
本
有
今
無
偈
」
に
対
す
る
注
釈
書
で
あ
り
、
後
者
は
、
諸
品
を
七
種
に
ま
と
め
た
も
の
と
「
長
寿
品
」
の
偈
頌

に
対
す
る
注
釈
書
と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
が
経
典
全
体
を
扱
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
世
親
の
著
者
性
は
疑
わ
れ
て
い
る
。『
遺
教
経
論
』
は
、
鳩
摩

羅
什
訳
の
『
仏
垂
般
涅
槃
略
説
教
誡
経
』
に
対
す
る
注
釈
書
と
さ
れ
て
い
る
が
、
同
経
は
ア
シ
ュ
ヴ
ァ
ゴ
ー
シ
ャ
の
『
ブ
ッ
ダ
チ
ャ
リ
タ
』
の
「
大
般

涅
槃
品
」
の
散
文
訳
と
確
認
さ
れ
て
お
り
、
世
親
の
著
者
性
も
疑
わ
れ
て
い
る
。『
文
殊
師
利
菩
薩
問
菩
提
経
論
』
は
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
で
は
『
伽
耶
山

3

法
華
経
研
究
叢
書
Ⅱ



頂
経
解
説
』
と
な
っ
て
お
り
、
経
典
の
名
称
が
異
な
っ
て
い
る
。『
勝
思
惟
梵
天
所
問
経
論
』
は
、『
勝
思
惟
梵
天
所
問
経
』
に
対
す
る
注
釈
書
で
あ
る

が
、
同
経
は
世
親
の
『
大
乗
荘
厳
経
論
釈
』
に
も
引
用
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
（1
（

。『
寶
髻
経
四
法
憂
波
提
舎
』、『
転
法
輪
経
憂
波
提
舎
』、『
三
具
足

経
憂
波
提
舎
』
の
三
論
は
、
い
ず
れ
も
が
経
典
全
体
に
対
す
る
注
釈
書
で
は
な
く
、
経
典
の
一
部
に
対
す
解
説
書
で
あ
る
。
ま
ず
、『
寶
髻
経
四
法
憂
波

提
舎
』
は
『
集
一
切
福
徳
三
昧
経
』
に
説
か
れ
る
三
資
糧
、『
転
法
輪
経
憂
波
提
舎
』
は
『
力
荘
厳
三
昧
経
』
に
説
か
れ
る
二
加
持
、『
三
具
足
経
優
波

提
舎
』
は
『
大
集
経
』
の
「
宝
髻
菩
薩
品
」
に
説
か
れ
る
四
法
に
対
す
る
注
釈
書
で
あ
る
。『
六
門
陀
羅
尼
経
論
』
は
、
玄
奘
に
よ
る
漢
訳
も
あ
る
『
六

門
陀
羅
尼
経
』
に
対
す
る
注
釈
書
で
あ
る
。
最
後
の
『
発
菩
提
心
経
論
』
は
、『
菩
提
心
論
』
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
に
経
の
語
が
後
に
付
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
中
国
に
お
い
て
複
数
の
経
典
に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

チ
ベ
ッ
ト
に
伝
承
し
た
世
親
に
帰
せ
ら
れ
る
注
釈
書
を
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
の
テ
ン
ギ
ュ
ル
目
録
に
よ
り
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

『
仏
母
能
断
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
七
義
広
釈
』（
東
北
三
八
一
六
）

『
仏
随
念
広
注
（
（1
（

』（
東
北
三
九
八
七
、
大
谷
五
四
八
七
）

『
一
頌
疏
（
（1
（

』（
東
北
三
九
八
八
、
大
谷
五
四
八
八
）

『
六
門
陀
羅
尼
解
説
』（
東
北
三
九
八
九
、
大
谷
三
五
一
八
、
五
四
八
九
）

『
四
法
解
説
』（
東
北
三
九
九
〇
、
大
谷
五
四
九
〇
）

『
伽
耶
山
頂
経
解
説
』（
東
北
三
九
九
一
、
大
谷
五
四
九
二
）

『
十
地
解
説
（
（1
（

』（
東
北
三
九
九
三
、
大
谷
五
四
九
四
）

『
無
尽
意
所
説
広
注
（
（1
（

』（
東
北
三
九
九
四
、
大
谷
五
四
九
五
）

『
縁
起
初
分
分
別
疏
』（
東
北
三
九
九
五
、
大
谷
五
四
九
六
）

『
普
賢
行
願
讃
注
』（
東
北
四
〇
一
五
、
大
谷
五
五
一
六
）
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『
頌
集
論
』（
東
北
四
一
〇
三
、
大
谷
五
六
〇
四
）

　
『
仏
母
能
断
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
七
義
広
釈
』
は
、『
金
剛
般
若
経
』
に
対
す
る
注
釈
書
で
あ
る
が

（
（2
（

、
漢
訳
の
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
論
』
と
『
能
断

金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
経
論
釈
』
と
は
異
な
る
注
釈
書
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
本
論
の
漢
訳
で
あ
る
『
金
剛
般
若
論
』（
大
正
一
五
一
〇
）
で
は
そ
の
著
者

は
無
著
と
な
っ
て
い
る
。『
仏
随
念
広
注
』
は
、『
仏
随
念
経
』
に
対
す
る
無
著
に
よ
る
注
釈
書
『
仏
随
念
注
』
の
複
注
で
あ
る
（
（2
（

。『
一
頌
疏
』
と
『
頌
集

論
』
は
、
二
一
偈
よ
り
な
る
初
期
経
典
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
対
す
る
注
釈
書
で
あ
り
、
前
者
は
後
者
よ
り
一
偈
の
み
を
取
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。『
四

法
解
説
』
は
、『
大
乗
四
法
経
』
に
対
す
る
注
釈
書
で
あ
り
、
敦
煌
出
土
の
文
献
に
世
親
に
帰
せ
ら
れ
る
『
大
乗
四
法
経
釈
』、
ま
た
著
者
不
明
の
『
大

乗
四
法
経
釈
』（
大
正
一
五
三
五
）
も
存
在
す
る
が
、
同
名
経
典
も
複
数
存
在
し
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
詳
細
な
調
査
を
必
要
と
す
る
注
釈
書
で
あ
る
（
（2
（

。

『
無
尽
意
所
説
広
注
』
は
、『
大
宝
積
経
』
の
『
無
尽
意
経
』
に
対
す
る
注
釈
書
で
あ
る
が
、
北
京
版
で
は
著
者
名
が
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
世
親
以
後
の

安
慧
の
著
書
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
著
者
性
に
問
題
が
あ
る
。『
縁
起
初
分
分
別
疏
』
は
、『
雑
阿
含
』
の
『
縁
起
経
』
の
注
釈
書
と
い

う
体
裁
で
あ
る
が
、『
分
別
縁
起
初
勝
法
門
経
』
に
依
拠
し
て
自
身
の
十
二
支
縁
起
説
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
（
（2
（

。『
普
賢
行
願
讃
注
』
は
、『
華
厳
経
』

「
入
法
界
品
」
末
尾
の
「
普
賢
行
願
讃
」
に
対
す
る
注
釈
書
で
あ
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
に
お
い
て
世
親
の
著
者
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
著
者
性
に
問
題
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
注
釈
書
の
う
ち
、
漢
訳
と
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
の
両
者
が
現
存
し
て
い
る
注
釈
書
は
、『
六
門
陀
羅
尼
経
論
』
と
『
十
地
経
論
』
と
『
伽
耶
山
頂

経
解
説
』（
漢
訳
『
文
殊
師
利
菩
薩
問
菩
提
経
論
』）
の
み
で
あ
る
（
（2
（

。
こ
の
こ
と
は
、
世
親
に
帰
せ
ら
れ
る
注
釈
書
文
献
の
伝
承
は
、
中
国
と
チ
ベ
ッ
ト

で
相
違
し
て
い
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
そ
の
伝
承
過
程
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
世
親
の
著
者
性
が
疑

わ
れ
る
文
献
が
複
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
経
典
の
注
釈
書
を
世
親
の
著
書
に
し
た
か
っ
た
者
た
ち
が
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
仏
教

に
お
い
て
、
世
親
ほ
ど
経
典
に
対
す
る
注
釈
書
を
著
し
た
論
師
は
存
在
し
な
い
が
、
そ
の
こ
と
が
逆
に
偽
書
を
創
作
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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二　
『
法
華
論
』
の
テ
キ
ス
ト

　
『
法
華
論
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
そ
の
断
片
も
含
め
て
、
イ
ン
ド
の
資
料
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
そ
れ
故
に
、『
法
華
論
』
に

つ
い
て
は
、
翻
訳
資
料
か
ら
し
か
確
認
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

漢
訳
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
二
種
類
の
漢
訳
が
現
存
す
る
。

菩
提
留
支
訳
『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』（
大
正
一
五
一
九
）

勒
那
摩
提
訳
『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』（
大
正
一
五
二
〇
）

　

前
者
は
イ
ン
ド
の
ボ
ー
デ
ィ
ル
チ
が
曇
林
ら
と
と
も
に
、
後
者
は
イ
ン
ド
の
ラ
ト
ナ
マ
テ
ィ
が
僧
朗
ら
と
と
も
に
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
が
、
六
世
紀
前
半
に
翻
訳
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
翻
訳
に
一
致
す
る
部
分
が
多
い
こ
と
か
ら
、
前
者
は
後
者
の
改
訂
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

　

チ
ベ
ッ
ト
語
訳
に
つ
い
て
は
、
現
存
し
な
い
も
の
の
、
目
録
に
そ
の
翻
訳
の
痕
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
前
伝
期
の
九
世
紀

に
編
纂
さ
れ
た
『
デ
ン
カ
ル
マ
目
録
』
に
は
記
載
が
な
い
が
、
同
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
パ
ン
タ
ン
マ
目
録
』
で
は
、「
阿
闍
梨
た
ち
に
よ
る
著
作
」
の

項
目
に
『
法
華
論
』
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

七
三
六
『
聖
法
華
経
釈
』
阿
闍
梨
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
作
（
（2
（

　

同
時
代
の
前
者
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
所
蔵
先
の
問
題
な
ど
も
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
こ
の
情
報
は
後
伝
期
の
十
三
世
紀

に
編
纂
さ
れ
た
チ
ョ
ム
デ
ン
リ
ク
レ
ル
（
一
二
二
七
―
一
三
〇
五
）
の
目
録
に
よ
っ
て
も
「
経
疏
部
」
の
二
五
番
に
確
認
で
き
る
（
（2
（

。
さ
ら
に
、
同
時
代
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の
一
二
九
〇
年
に
中
国
で
完
成
し
た
漢
籍
目
録
で
あ
る
『
至
元
法
宝
勘
同
総
録
』
も
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
の
存
在
を
示
し
て
い
る

（
（2
（

。

梵
云
薩
怛
囉
（
二
合
）
麻
逩
怛
唎
迦
沙
悉
特
囉
妙
法
蓮
華
經
論
一
卷
天
親
菩
薩
造
元
魏
天
竺
三
藏
勒
那
摩
提
共
僧
朗
譯
右
五
論
一
十
一
卷
同
帙
都

字
號
法
華
經
論
二
卷
（
或
一
卷
）
元
魏
天
竺
三
藏
菩
提
留
支
共
曇
林
譯
右
二
論
同
本
異
譯
與
蕃
本
同

　

こ
こ
で
は
、『
法
華
論
』
に
二
種
の
漢
訳
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
が
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
目
録
の
後
の
時
代
に
チ
ベ
ッ
ト
で
編
纂
さ
れ
た
プ
ト
ゥ
ン・

リ
ン
チ
ェ
ン
ド
ゥ
プ
（
一
二
九
〇
―
一
三
六
四
）
の
目
録
で
は
、

同
論
は
「
そ
れ
ら
を
探
す
べ
き
で
あ
る
」
の
項
目
に
見
ら
れ
、
散
逸
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
（2
（

。
こ
の
こ
と
は
、
チ
ョ
ム
デ
ン
リ
ク
レ
ル
の
目
録

か
ら
プ
ト
ゥ
ン・

リ
ン
チ
ェ
ン
ド
ゥ
プ
の
目
録
の
間
に
『
法
華
経
』
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

（
（2
（

。

　

ま
た
、
基
の
『
法
華
玄
賛
』
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
に
、『
法
華
論
』
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
の
断
片
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
漢
文
の
『
法
華
玄
賛
』
に
引

用
さ
れ
る
漢
訳
の
『
法
華
論
』
か
ら
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
で
し
か
な
い
（
（3
（

。
た
だ
し
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
者
は
、『
法
華
玄
賛
』
に
お
い
て
タ
イ
ト
ル
を
付
さ
ず

に
言
及
さ
れ
る
『
法
華
論
』
に
対
し
て
、
独
自
に
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
の
名
前
を
添
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
法
華
論
』
を
彼
の
著
作
と
し
て
認
識
し
て
い

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
（3
（

。

　
『
法
華
論
』
の
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

・

清
水
梁
山
「
国
訳
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
」『
国
訳
大
蔵
経　

論
部
五
』
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一
九
二
二

・

藤
井
教
公

（
（3
（

「
世
親
『
法
華
論
』
訳
注
⑴
―
⑶
」『
北
海
道
大
学
文
学
部
研
究
科
紀
要
』
第
一
〇
五
号
、
第
一
〇
八
号
、
第
一
一
一
号
、
二
〇
〇
一
、

二
〇
〇
二
、
二
〇
〇
三

・

大
竹
晋
「
法
華
経
論
」『
新
国
訳
大
蔵
経
釈
経
論
部
一
八　

法
華
経
論・

無
量
寿
経
論
他
』
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
一
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・
T

erry Rae A
bbott, “T

he Com
m

entary on the Lotus Sutra,” T
iantai Lotus T

exts, BD
K

 T
ripitaka T

ranslation Series, 2013, 

Berkeley: Bukkyō D
endō K

yōkai A
m

erica, pp. 83-149.

　

こ
の
う
ち
、
清
水
と
大
竹
に
よ
る
も
の
は
、
漢
文
を
訓
読
し
た
も
の
で
あ
る
。
藤
井
に
よ
る
も
の
は
、
訓
読
に
加
え
、
現
代
日
本
語
訳
が
な
さ
れ
て

い
る
。
最
後
の
ア
ボ
ッ
ト
に
よ
る
も
の
は
、
一
九
八
五
年
に
提
出
さ
れ
た
学
位
論
文
に
付
さ
れ
た
英
訳
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
（
（3
（

。

　
『
法
華
論
』
の
複
注
に
つ
い
て
は
、
次
の
も
の
が
現
存
す
る
。

吉
蔵
『
法
華
論
疏
』（
大
正
一
八
一
八
）

義
寂・

義
一
『
法
華
経
論
述
記
』

円
珍
『
法
華
論
記
』

　

最
初
の
中
国
の
三
論
宗
の
吉
蔵
（
五
四
九
―
六
二
三
）
は
、『
法
華
玄
論
』、『
法
華
義
疏
』、『
法
華
遊
意
』、『
法
華
統
略
』
の
『
法
華
経
』
の
注
釈
書

を
著
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
著
書
に
お
い
て
も
『
法
華
論
』
の
引
用
を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
世
親
の
『
法
華
論
』
は
彼
の
法
華
経
理

解
に
お
い
て
重
要
な
解
説
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
（3
（

。
新
羅
の
義
寂
の
『
法
華
経
論
述
記
』
は
、
義
寂
の
説
を
義
一
が
著
し
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、

上
巻
の
途
中
で
欠
落
し
て
い
る
（
（3
（

。
日
本
の
天
台
宗
の
円
珍
（
八
一
四
―
八
九
一
）
に
は
、『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記

（
（3
（

』
も
あ
る
が
、
そ
の
著
者
性
は
明
ら

か
に
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
天
台
宗
の
最
澄
に
は
、『
法
華
論
科
文
』
が
現
存
す
る
だ
け
で
な
く
（
（3
（

、
複
数
の
注
釈
書
を
著
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
他
に
も
中
国・

新
羅・

日
本
に
お
い
て
複
数
の
注
釈
書
が
著
さ
れ
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
法
華
論
』
は
東
ア
ジ
ア
に
お
い

て
よ
く
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
（3
（

。
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三　
『
法
華
論
』
の
概
要

　
『
法
華
論
』
は
、『
法
華
経
』
の
経
文
を
語
句
ご
と
に
解
説
す
る
も
の
で
は
な
く
、
経
典
の
内
容
に
つ
い
て
各
章
の
構
成
を
分
析
す
る
形
で
紹
介
す
る

も
の
で
あ
る
（
（3
（

。
た
だ
し
、
そ
の
注
釈
ス
タ
イ
ル
は
、
統
一
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
論
が
進
む
に
つ
れ
て
崩
れ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
序
品
で
は
、
全

体
の
構
成
を
七
種
功
徳
成
就
と
設
定
し
た
上
で
解
説
を
進
め
る
の
に
対
し
て
、
方
便
品
で
は
、
全
体
の
構
成
を
示
す
こ
と
な
く
、
引
用
し
た
冒
頭
の
経

文
を
解
説
す
る
も
の
の
、
後
半
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
譬
喩
品
で
は
、
二
偈
に
対
す
る
解
説
の
み
で
、
途
中
か
ら
他
の
章
の
内
容
の
解
説
に
言
及
し
、

経
典
全
体
の
構
成
を
解
説
す
る
内
容
に
変
わ
っ
て
い
く
。
こ
の
こ
と
は
、
論
書
全
体
の
構
成
が
散
漫
な
も
の
で
あ
り
、
完
成
さ
れ
た
著
作
で
は
な
い
印

象
を
与
え
て
い
る
。
以
下
に
、
注
釈
の
本
文
に
し
た
が
っ
て
、
全
体
の
内
容
を
ま
と
め
て
み
る
。

（
一
）
序
　
品

　

冒
頭
部
分
「
是
の
如
く
我
れ
聞
け
り
」
か
ら
「
能
く
無
数
百
千
衆
生
を
度
せ
り
」
ま
で
の
冒
頭
の
経
文
を
引
用
し
た
後
に
、
序
品
の
内
容
を
、
⑴
序

分
成
就
、
⑵
衆
成
就
、
⑶
如
来
欲
説
法
時
至
成
就
、
⑷
依
所
説
法
威
儀
随
順
住
成
就
、
⑸
依
止
説
因
成
就
、
⑹
大
衆
現
前
欲
聞
法
成
就
、
⑺
文
殊
師
利

菩
薩
答
成
就
の
七
種
の
功
徳
成
就
に
よ
り
解
説
す
る
。

　

最
初
の
序
分
成
就
に
つ
い
て
は
、
法
華
経
が
諸
法
門
の
中
で
も
最
高
で
あ
る
と
い
う
最
勝
義
成
就
と
、
自
在
な
る
功
徳
を
も
つ
と
い
う
自
在
功
徳
義

成
就
の
二
種
の
勝
義
の
成
就
に
よ
り
示
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
示
す
経
文
が
、「
婆
伽
婆
は
王
舎
城
の
耆
闍
崛
山
中
に
住
し
た
ま
い
」
で
あ
り
、
王
舎
城

と
耆
闍
崛
山
が
す
べ
て
の
山
と
城
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
よ
う
に
法
華
経
が
最
勝
義
で
あ
る
と
す
る
。

　

第
二
の
衆
成
就
に
つ
い
て
は
、
数
と
行
と
摂
功
徳
と
威
儀
如
法
住
の
四
種
の
成
就
に
分
け
ら
れ
る
。
数
成
就
は
、
大
衆
が
無
数
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
の
行
成
就
は
、
声
聞
に
よ
る
小
乗
の
行
、
菩
薩
に
よ
る
大
乗
の
行
、
菩
薩
に
よ
る
神
通
自
在
を
示
現
す
る
行
、
声
聞
に
よ
る
一
定
し
た
威
儀
、
と

の
四
種
に
分
け
ら
れ
る
。
第
三
の
摂
功
徳
成
就
は
、
声
聞
功
徳
成
就
と
菩
薩
功
徳
成
就
に
分
け
、
経
文
が
解
説
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
、
上
上
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起
門
、
総
別
相
門
、
摂
取
事
門
の
三
種
の
観
点
か
ら
「
皆
是
れ
阿
羅
漢
な
り
」
以
下
の
十
六
句
が
解
説
さ
れ
る
。
後
者
は
、
上
支
下
支
門
と
摂
取
事
門

の
二
種
の
観
点
か
ら
「
皆
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
に
お
い
て
不
退
転
に
し
て
」
以
下
の
十
三
句
が
解
説
さ
れ
る
。
ま
た
、
両
者
に
共
通
な
功
徳
の
成
就

と
し
て
（
（4
（

、
依
る
べ
き
処
、
心
、
智
、
境
界
行
と
能
弁
の
観
点
か
ら
解
説
さ
れ
る
。
第
四
の
威
儀
如
法
住
に
つ
い
て
は
、
衆
の
囲
繞
、
前
後
の
威
儀
、
供

養
恭
敬・
尊
重
讃
歎
の
観
点
か
ら
「
そ
の
時
、
世
尊
は
四
衆
に
囲
遶・

供
養・

恭
敬・

尊
重・

讃
歎
せ
ら
れ
て
」
の
経
文
が
解
説
さ
れ
る
。

　

第
三
の
如
来
欲
説
法
時
至
成
就
に
つ
い
て
は
、
大
乗
経
の
十
七
種
の
異
名
に
よ
り
「
大
乗
経
…
…
を
説
き
た
も
う
」
以
下
の
経
文
が
解
説
さ
れ
る
。

　

第
四
の
依
所
説
法
威
儀
随
順
住
成
就
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
も
の
に
よ
り
教
え
が
説
か
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
三
昧
成
就
と
器
世
間
と
衆
生

世
間
の
三
種
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
三
昧
の
成
就
は
、
さ
ら
に
、
自
在
な
る
力
の
成
就
と
一
切
の
障
碍
を
離
れ
る
成
就
と
に
分
け
ら
れ
、「
仏
は

此
の
経
を
説
き
已
っ
て
結
跏
趺
坐
し
」
以
下
の
経
文
が
解
説
さ
れ
る
。
ま
た
、
器
世
間
と
衆
生
世
間
に
つ
い
て
は
、
世
間
を
振
動
さ
せ
る
こ
と
と
過
去

の
無
量
劫
の
事
を
知
る
こ
と
と
さ
れ
、「
是
の
時
天
は
曼
荼
羅
花
を
雨
し
」
以
下
の
経
文
が
解
説
さ
れ
る
。

　

第
五
の
依
止
説
因
成
就
に
つ
い
て
は
、
大
衆
に
不
可
思
議
事
を
示
現
す
る
こ
と
で
彼
ら
に
希
有
な
る
心
が
生
じ
て
教
え
を
聞
こ
う
と
す
る
こ
と
で
あ

る
と
し
、「
そ
の
時
、
仏
は
眉
間
白
毫
相
よ
り
光
を
放
ち
」
か
ら
「
七
宝
の
塔
を
起
つ
る
を
見
る
」
ま
で
の
経
文
が
解
説
さ
れ
る
。

　

第
六
の
大
衆
現
前
欲
聞
法
成
就
に
つ
い
て
は
、
法
を
聞
こ
う
と
す
る
大
衆
が
現
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
し
、
弥
勒
菩
薩
が
こ
の
大
相
を
示
す
意
味

に
つ
い
て
質
問
を
す
る
「
今
、
仏
世
尊
は
神
変
の
相
を
現
じ
た
も
う
」
以
下
の
経
文
が
解
説
さ
れ
る
。
大
衆
の
中
か
ら
文
殊
菩
薩
一
人
が
選
ば
れ
た
理

由
に
つ
い
て
は
、
彼
は
功
徳
と
智
慧
の
所
作
の
成
就
と
、
一
切
智
と
大
法
を
説
く
因
果
の
成
就
を
具
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
し
、「
種
種
異
異
な
る
仏

国
土
」
以
下
の
経
文
が
解
説
さ
れ
る
。

　

第
七
の
文
殊
師
利
菩
薩
答
成
就
に
つ
い
て
は
、
文
殊
菩
薩
の
過
去
の
記
憶
に
よ
る
因
相
と
果
相
と
十
事
の
成
就
に
よ
り
弥
勒
菩
薩
の
質
問
に
対
し
て

答
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
最
初
の
偈
頌
に
続
く
散
文
の
「
そ
の
時
、
文
殊
師
利
は
」
以
下
の
経
文
が
解
説
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
因
相
は
諸
国
土

に
お
け
る
種
々
な
る
修
行
で
あ
り
、
果
相
は
過
去
世
に
お
い
て
妙
光
菩
薩
と
し
て
法
門
を
聞
き
、
説
い
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
十
事
の
成
就
と
は
、
現

見
大
義
因
成
就
、
現
見
世
間
文
字
章
句
意
甚
深
因
成
就
、
現
見
希
有
因
成
就
、
現
見
勝
妙
因
成
就
、
現
見
受
用
大
因
成
就
、
現
見
摂
取
一
切
諸
仏
転
法
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輪
因
成
就
、
現
見
善
堅
実
如
来
法
輪
因
成
就
、
現
見
能
新
入
因
成
就
、
現
見
憶
念
因
成
就
、
現
見
自
身
所
経
事
因
成
就
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
よ
り
経
文

が
さ
ら
に
解
説
さ
れ
る
。

（
二
）
方
便
品

　

前
章
と
同
じ
よ
う
に
、
ま
ず
、
章
の
冒
頭
か
ら
五
何
法
ま
で
の
経
文
が
引
用
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
語
句
解
説
で
始
ま
る
（
（4
（

。
そ
の
う
ち
、「
舎
利
弗
に

告
げ
た
も
う
」
の
句
に
つ
い
て
は
、
諸
菩
薩
に
告
げ
な
い
理
由
を
五
義
あ
げ
、
声
聞
の
な
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
声
聞
を
廻
心
し
て
大
菩
提
に
趣
向
さ

せ
る
た
め
で
あ
り
、
声
聞
が
怖
れ
に
怯
弱
で
あ
る
こ
と
か
ら
護
り
、
他
の
人
に
も
思
念
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、
声
聞
に
「
な
す
べ
き
も
の
を
既
に
な
し

た
」
と
い
う
心
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
と
さ
れ
る
。
続
く
「
諸
仏
の
智
慧
は
甚
だ
深
く
し
て
無
量
な
り
」
の
句
に
つ
い
て
は
、
大
衆
に
尊
重
心
を
生
じ

さ
せ
、
如
来
の
説
法
を
聞
こ
う
と
思
わ
せ
る
た
め
に
二
種
の
甚
深
な
る
義
を
示
す
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
証
の
甚
深
と
阿
含
の
甚
深
で
、
前
者
は
、
義

と
実
体
と
内
証
と
依
止
と
無
上
と
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
諸
仏
の
智
慧
の
甚
深
無
量
と
、
智
慧
の
門
が
見
難
く
、
覚
り
難
く
、
知
り
難
く
、
解
し
難
く
、

入
り
難
く
、
声
聞
独
覚
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
と
さ
れ
る
。
阿
含
の
甚
深
は
、
受
持
読
誦
、
修
行
、
行
の
結
果
、
増
長
し
た
功
徳
、
快
妙
な
事

に
つ
い
て
の
心
、
無
上
、
入
る
こ
と
、
声
聞
独
覚
と
不
共
な
る
所
作
住
持
と
の
八
種
を
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
経
文
が
言
及
さ
れ
る
。

　

続
い
て
、「
諸
仏
如
来
は
自
在
に
因
の
成
就
を
説
く
が
故
な
り
」
の
句
に
つ
い
て
は
、
如
来
が
四
種
の
功
徳
を
成
就
す
る
こ
と
で
衆
生
を
度
す
こ
と
が

で
き
る
と
し
、
四
種
の
功
徳
成
就
が
説
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
の
住
の
成
就
は
「
種
々
の
方
便
」
に
よ
り
兜
率
天
よ
り
退
い
て
涅
槃
に
入
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
お
り
、
第
二
の
教
化
の
成
就
は
「
種
々
の
知
見
」
に
よ
り
染
と
浄
の
原
因
が
示
さ
れ
て
お
り
、
第
三
の
功
徳
の
畢
竟
の
成
就
は
「
種
々
の

念
観
」
に
よ
り
説
法
の
因
縁
と
如
法
の
相
応
が
示
さ
れ
て
お
り
、
第
四
の
「
種
々
の
言
辞
」
に
よ
り
四
無
礙
智
に
よ
り
衆
生
に
説
か
れ
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
方
便
、
知
見
、
念
観
を
解
説
し
た
後
に
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
四
種
の
成
就
を
再
論
す
る
。
そ
の
う
ち
、
第
三
の
成
就

ま
で
の
根
拠
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
化
せ
ら
れ
る
衆
生
が
善
知
識
に
依
り
成
就
す
る
か
ら
、
根
熟
の
衆
生
を
解
脱
さ
せ
る
か
ら
、
力
の
自
在
の
浄
化
に
よ
り

降
伏
す
る
か
ら
と
し
、
第
四
の
成
就
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
種
種・

言
語・

相・

堪
え
る
こ
と・

無
量
の
種・

覚
体・

修
行
法
を
説
く
こ
と
の
七
種
の
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成
就
に
分
け
、
そ
の
根
拠
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
二
の
教
化
の
成
就
に
つ
い
て
、
証
法
を
与
え
る
こ
と
と
説
法
を
与
え
る
こ
と
の
二
種
に
よ
り
成
就

さ
せ
る
と
し
、
こ
の
前
者
に
よ
り
「
五
何
法
」
を
解
説
す
る
。

　

こ
れ
に
続
く
偈
頌
に
対
す
る
解
説
は
な
く
、「
そ
の
時
に
、
大
衆
の
中
に
諸
声
聞
な
る
漏
尽
の
阿
羅
漢
…
…
有
り
」
以
下
の
散
文
が
、
決
定
と
い
う

義
、
疑
と
い
う
義
、
何
の
事
に
依
り
て
か
と
疑
う
義
の
三
義
に
よ
り
解
説
さ
れ
る
。
第
一
の
決
定
と
い
う
義
と
は
、
声
聞
を
、
方
便
に
よ
る
法
の
証
得

に
対
す
る
決
定
心
を
な
し
た
も
の
と
、
声
聞
道
に
お
い
て
方
便
に
よ
る
涅
槃
の
証
得
を
得
た
も
の
と
の
二
種
に
決
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
第
二
の
疑

と
い
う
義
は
、
声
聞
な
ど
が
智
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
疑
惑
を
生
じ
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
第
三
の
何
の
事
に
依
り
て
か
と
疑
う
義
は
、「
声
聞
の
解

脱
は
釈
尊
の
解
脱
と
異
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
疑
惑
が
生
じ
る
こ
と
と
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
三
止
三
請
の
句
に
つ
い
て
、
決
定
心
、
因
授
記
、
取
授
記
、
与
授
記
の
四
種
事
に
よ
り
経
文
が
解
説
さ
れ
る
。
最
初
の
決
定
心
に
つ
い
て

は
、
恐
怖
が
生
じ
た
者
の
恐
怖
を
断
じ
、
声
聞
と
縁
覚
の
二
種
の
人
を
利
益
す
る
た
め
に
如
来
の
決
定
心
が
あ
る
と
し
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
損
う
こ

と
、
多
い
こ
と
、
顚
倒
す
る
こ
と
、
後
悔
す
る
こ
と
、
欺
か
れ
る
こ
と
の
五
種
の
恐
怖
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
二
の
因
授
記
は
、「
止
み
な
ん
、
止
み
な

ん
、
舎
利
弗
よ
、
須
く
復
た
説
く
べ
か
ら
ず
」
の
句
が
相
応
し
、
皆
が
恐
怖
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
、
大
衆
に
甚
深
な
る
妙
境
界
を
推
求
さ
せ
て
、
尊

重
心
を
生
じ
て
如
来
の
説
を
聞
こ
う
と
さ
せ
、
憎
上
慢
声
聞
を
法
座
か
ら
起
去
さ
せ
る
三
種
の
意
義
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
三
請
の
意
味
に
つ
い
て
は
、

二
度
目
は
、
過
去
に
無
量
の
衆
生
を
教
化
し
た
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
り
、
三
度
目
は
、
今
仏
が
衆
生
を
教
化
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
す
る
。
第

三
の
取
授
記
は
、
舎
利
弗
ら
が
授
記
を
得
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
四
の
与
授
記
に
つ
い
て
は
、
未
だ
聞
い
て
い
な
い
者
に
聞
か
せ
る
こ
と
、
説

く
こ
と
、
い
ず
れ
か
の
義
に
依
る
こ
と
、
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
、
法
に
依
る
こ
と
、
遮
断
す
る
こ
と
と
の
六
に
分
け
経
文
が
解
説
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、

聞
か
せ
る
こ
と
は
、
優
曇
鉢
華
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
説
く
こ
と
と
は
、
三
乗
を
説
く
こ
と
で
あ
る
。
義
に
依
る
こ
と
は
、
一
大
事
と
し
て
、
如
来

の
一
切
智
の
無
上
の
義
、
二
乗
の
同
の
義
、
二
乗
に
よ
る
真
実
に
対
す
る
不
知
の
義
、
如
来
の
智
業
の
不
退
転
の
義
の
四
種
が
あ
げ
ら
れ
、
疑
心
の
者

に
示
し
、
発
心
し
な
い
者
を
悟
入
さ
せ
、
外
道
の
者
を
悟
ら
せ
、
声
聞
を
菩
提
に
入
れ
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
は
、
一
仏
乗
を
説
く

こ
と
で
あ
る
。
法
に
依
る
こ
と
は
、
一
仏
乗
の
た
め
に
譬
喩
と
因
縁
と
念
観
と
方
便
を
説
く
こ
と
で
あ
る
。
遮
断
す
る
こ
と
は
、
二
乗
を
遮
断
す
る
こ
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と
で
あ
る
。
こ
の
六
種
の
授
記
に
よ
り
五
何
法
が
示
さ
れ
る
と
し
、「
何
等
の
法
」
は
、
未
だ
聞
か
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、「
云
何
が
法
」
は
、
種
々

な
る
言
辞
に
よ
り
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
り
、「
何
の
似
き
法
」
は
、
一
大
事
の
た
め
に
で
あ
り
、「
何
の
相
の
法
」
は
、
衆
生
の
器
に
随
う
か
ら
で
あ
り
、

「
何
の
体
の
法
」
は
、
一
乗
の
体
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

方
便
品
の
こ
れ
よ
り
以
下
の
経
文
に
つ
い
て
は
、
四
種
の
疑
心
を
遮
断
す
る
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
い
つ
説
か
れ
る
の
か
、
ど
う
し

て
増
上
慢
で
あ
る
と
知
る
の
か
、
ど
う
し
て
説
く
こ
と
に
堪
え
る
の
か
、
ど
う
し
て
如
来
は
妄
語
を
な
さ
な
い
の
か
、
と
い
う
心
を
断
じ
る
た
め
で
あ

る
と
し
、
経
文
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。

（
三
）
譬
喩
品

　

譬
喩
品
で
は
、
章
の
冒
頭
の
句
で
は
な
く
、
第
五
偈
と
第
六
偈
の
み
が
引
用
さ
れ
、
こ
の
偈
は
「
舎
利
弗
が
自
ら
の
呵
責
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
」

と
解
説
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
経
文
の
三
十
二
相
、
金
色
の
光
明
、
十
力
、
十
八
不
共
法
、
解
脱
、
一
切
法
の
平
等
は
、
諸
仏
を
見
ず
、
仏
の
所
に
往

き
仏
の
説
法
を
聞
か
ず
、
諸
仏
を
供
養
供
敬
せ
ず
、
衆
生
を
利
益
す
る
こ
と
な
く
、
法
を
未
だ
得
ず
に
退
い
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
呵
責
を
述
べ
た
も

の
と
さ
れ
る
。

　

続
い
て
、
こ
れ
よ
り
以
下
の
解
説
に
つ
い
て
、「
煩
悩
の
染
性
を
具
足
す
る
衆
生
の
た
め
に
七
種
の
喩
が
説
か
れ
、
無
煩
悩
の
人
の
三
昧
と
解
脱
と
身

な
ど
の
染
慢
を
対
治
す
る
た
め
に
三
種
の
平
等
が
説
か
れ
る
」
と
述
べ
、
中
盤
の
章
が
言
及
さ
れ
る
。
ま
ず
、
七
喩
に
つ
い
て
は
、
煩
悩
染
性
を
具
足

す
る
七
種
の
衆
生
が
、
七
種
の
増
上
慢
を
も
ち
、
そ
れ
が
七
種
の
譬
喩
に
よ
り
ど
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
の
か
が
解
説
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
最
初

の
勢
力
を
求
め
る
人
は
、
煩
悩
に
よ
り
顚
倒
し
て
有
漏
の
果
報
な
ど
の
功
徳
を
求
め
る
増
上
慢
を
も
ち
、
そ
の
対
治
と
し
て
「
譬
喩
品
（
（4
（

」
の
火
宅
の
譬

喩
に
よ
り
、
種
々
の
善
根
と
三
昧
の
功
徳
と
な
る
方
便
を
示
す
こ
と
で
大
涅
槃
に
入
ら
し
む
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
第
二
の
声
聞
の
解
脱
を
求
め
る

人
は
、
声
聞
乗
と
如
来
乗
は
無
差
別
で
あ
る
と
い
う
声
聞
の
一
向
決
定
の
増
上
慢
を
も
ち
、
そ
の
対
治
と
し
て
「
信
解
品
」
の
窮
子
の
譬
喩
に
よ
り
、

三
乗
を
一
乗
と
す
る
こ
と
で
大
乗
に
入
ら
し
む
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
第
三
の
大
乗
の
人
は
、
声
聞
と
独
覚
の
乗
は
な
い
と
顚
倒
す
る
大
乗
の
一
向
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決
定
の
増
上
慢
を
も
ち
、
そ
の
対
治
と
し
て
「
薬
草
喩
品
」
の
雲
雨
の
譬
喩
に
よ
り
、
種
々
な
る
乗
を
知
ら
し
む
こ
と
で
諸
仏
の
平
等
な
説
法
で
衆
生

の
善
根
の
種
子
の
ま
ま
に
芽
が
生
じ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
第
四
の
定
が
あ
る
人
は
、
涅
槃
が
な
い
の
に
涅
槃
の
想
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
増
上

慢
を
も
ち
、
そ
の
対
治
と
し
て
「
化
城
喩
品
」
の
化
城
の
譬
喩
に
よ
り
、
方
便
に
よ
り
禅
と
三
昧
の
涅
槃
を
過
ぎ
て
大
涅
槃
の
城
に
入
ら
し
む
こ
と
が

説
か
れ
て
い
る
。
第
五
の
定
が
な
い
人
は
、
過
去
に
大
乗
の
善
根
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
覚
知
し
な
い
で
、
虚
妄
な
る
解
を
一
乗
と
散
乱
す
る
増
上
慢

を
も
ち
、
そ
の
対
治
と
し
て
「
五
百
弟
子
受
記
品
」
の
衣
裏
繋
宝
珠
の
譬
喩
に
よ
り
、
過
去
の
善
根
を
憶
念
し
て
三
昧
に
入
ら
し
む
こ
と
が
説
か
れ
て

い
る
。
第
六
の
功
徳
を
集
め
る
人
は
、
大
乗
の
法
を
聞
い
て
も
大
乗
で
は
な
い
も
の
を
取
る
増
上
慢
を
も
ち
、
そ
の
対
治
と
し
て
「
安
楽
行
品
」
の
髻

中
明
珠
の
譬
喩
に
よ
り
、
大
乗
の
法
を
説
く
こ
と
で
諸
仏
が
密
か
に
授
記
を
与
え
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
第
七
の
功
徳
を
集
め
な
い
人
は
、
一
乗

に
お
い
て
諸
善
根
を
集
め
ず
、
一
乗
を
聞
い
て
も
そ
れ
を
一
乗
と
し
な
い
増
上
慢
を
も
ち
、
そ
の
対
治
と
し
て
「
如
来
寿
量
品
」
の
医
師
の
譬
喩
に
よ

り
、
未
熟
の
根
を
成
熟
さ
せ
る
こ
と
で
涅
槃
を
得
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

　

三
種
の
平
等
に
つ
い
て
は
、
三
種
の
顚
倒
す
る
信
を
対
治
す
る
た
め
に
三
種
の
平
等
が
説
か
れ
る
と
す
る
。
最
初
の
種
々
の
乗
の
異
を
信
じ
る
者
に

は
、
声
聞
授
記
に
よ
り
乗
の
平
等
が
説
か
れ
て
い
る
。
第
二
の
世
間
と
涅
槃
の
異
を
信
じ
る
者
に
は
、
多
宝
如
来
の
涅
槃
に
よ
り
世
間
と
涅
槃
の
平
等

が
説
か
れ
て
い
る
。
第
三
の
身
の
異
を
信
じ
る
者
に
は
、
多
宝
如
来
が
涅
槃
の
後
に
復
身
を
現
す
こ
と
に
よ
り
自
身
と
他
身
の
平
等
が
説
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
三
種
の
人
は
、
自
分
の
身
の
所
作
の
差
別
を
見
る
こ
と
で
、
こ
れ
が
仏
性
の
法
身
と
平
等
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
、
そ
の
対
治
と
し

て
声
聞
に
授
記
が
な
さ
れ
た
と
し
、
声
聞
授
記
に
関
す
る
問
答
が
述
べ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
声
聞
が
成
仏
す
る
か
ら
授
記
を
与
え
た
の
か
、
成
仏
し

な
い
の
に
授
記
を
与
え
た
の
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、「
如
来
は
こ
の
三
種
の
平
等
に
よ
り
一
乗
法
を
説
か
れ
た
」
と
し
て
、
授
記
の
解
説
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　

続
い
て
、
こ
の
授
記
は
、
仏
の
記
す
る
五
つ
と
菩
薩
の
記
す
る
一
つ
と
の
六
処
に
お
い
て
示
現
す
る
と
さ
れ
る
。
前
者
は
、「
譬
喩
品
」
に
お
い
て
衆

が
知
る
別
々
の
名
前
で
舎
利
弗
と
大
迦
葉
に
別
に
記
を
与
え
た
も
の
と
、「
五
百
弟
子
受
記
品
」
に
お
い
て
同
一
の
名
前
で
富
楼
那
な
ど
の
五
百
人
、
千

二
百
人
な
ど
に
同
時
に
記
を
与
え
た
も
の
と
、「
授
学
無
学
人
記
品
」
に
お
い
て
衆
が
知
ら
な
い
の
で
同
一
の
名
前
で
記
を
与
え
た
も
の
と
、「
見
宝
塔
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品
（
（4
（

」
に
お
い
て
提
婆
達
多
に
別
に
記
を
与
え
た
も
の
と
、「
勧
持
品
」
に
お
い
て
在
家
と
出
家
の
女
性
が
菩
薩
行
を
修
し
て
仏
果
を
証
す
る
こ
と
を
示
す

た
め
に
比
丘
尼
と
諸
天
女
に
記
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、「
常
不
軽
菩
薩
品
」
に
お
い
て
衆
生
に
仏
性
が
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
菩
薩
が
記

し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
声
聞
に
は
、
決
定
声
聞
、
増
上
慢
声
聞
、
退
菩
提
心
声
聞
、
応
化
声
聞
の
四
種
が
あ
り
、
後
の
二
つ
は
如
来
の
授
記
で
あ

り
、
前
の
二
つ
は
、
根
が
未
熟
な
の
で
如
来
が
授
記
し
な
い
が
、
方
便
に
よ
り
菩
提
心
を
生
じ
さ
せ
る
た
め
に
菩
薩
が
授
記
を
す
る
と
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
「
譬
喩
品
」
の
「
我
が
身
を
離
れ
ず
」
と
は
無
上
義
で
あ
る
と
し
、
十
種
の
無
上
義
に
よ
り
各
章
を
略
説
す
る
。
最
初
の
種
子
の
無
上
は
、

「
薬
草
喩
品
」
の
雨
の
譬
喩
に
よ
り
、
第
二
の
行
の
無
上
は
「
化
城
喩
品
」
に
説
か
れ
る
大
通
智
勝
如
来
の
前
世
の
物
語
に
よ
り
、
第
三
の
増
長
力
の
無

上
は
、
同
じ
く
「
化
城
喩
品
」
の
商
主
の
譬
喩
に
よ
り
、
第
四
の
令
解
の
無
上
は
「
五
百
弟
子
受
記
品
」
の
衣
裏
繋
宝
珠
の
譬
喩
に
よ
り
、
第
五
の
清

浄
国
土
の
無
上
は
「
見
宝
塔
品
」
の
多
宝
如
来
の
塔
に
よ
り
、
第
六
の
説
の
無
上
は
「
安
楽
行
品
」
の
髻
中
明
珠
の
譬
喩
に
よ
り
、
第
七
の
教
化
衆
生

の
無
上
は
「
従
地
涌
出
品
」
の
無
量
の
菩
薩
摩
訶
薩
が
地
中
よ
り
涌
き
出
る
譬
喩
に
よ
り
、
第
八
の
大
菩
提
成
就
の
無
上
は
、
応
仏・

報
仏・

法
仏
の

三
種
の
仏
の
菩
提
が
示
さ
れ
る
「
如
来
寿
量
品
」
の
経
文
に
よ
り
、
第
九
の
涅
槃
の
無
上
は
「
寿
量
品
」
の
良
医
の
譬
喩
に
よ
り
、
第
十
の
勝
妙
力
の

無
上
は
残
り
の
経
文
に
よ
り
説
か
れ
る
と
す
る
。

　

ま
た
、
無
上
義
の
第
五
の
清
浄
国
土
無
上
に
つ
い
て
は
、
諸
宝
の
荘
厳
を
示
現
す
る
か
ら
と
し
て
、
さ
ら
に
八
項
目
に
よ
り
「
見
宝
塔
品
」
を
解
説

す
る
。
す
な
わ
ち
、
塔
が
「
如
来
の
舎
利
の
住
持
」
を
、
量
が
「
一
切
仏
土
清
浄
荘
厳
は
出
世
間
清
浄
無
漏
善
根
が
生
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
世
間

有
漏
善
根
の
生
じ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
、
略
が
「
多
宝
仏
の
身
は
一
体
と
し
て
一
切
諸
仏
の
真
法
身
を
摂
取
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
、

住
持
が
諸
仏
如
来
の
法
身
の
自
在
力
を
、
無
量
の
仏
の
示
現
が
所
作
の
諸
業
の
無
差
別
を
、
穢
の
遠
離
が
一
切
諸
仏
国
土
の
平
等
清
浄
性
を
、
多
宝
が

一
切
諸
仏
国
土
の
同
実
性
を
、
同
一
の
塔
の
坐
が
「
化
仏
と
非
化
仏
と
法
仏
と
報
仏
な
ど
は
大
事
の
た
め
に
な
す
の
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
示
現
し

て
い
る
と
す
る
。

　
「
分
別
功
徳
品
」
以
下
に
つ
い
て
は
、
法
力
と
持
力
と
修
行
力
に
よ
り
各
章
が
分
類
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
経
典
の
内
容
を
こ
れ
ら
の
諸
力
に
よ

り
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
諸
力
を
各
章
に
配
分
す
る
こ
と
で
、
後
半
の
構
成
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
最
初
の
法
力
に
つ
い
て
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は
、
証
門
と
信
門
と
供
養
門
と
聞
法
門
と
読
誦
持
説
門
の
五
門
に
分
け
、
最
初
の
四
門
は
「
分
別
功
徳
品
」
の
経
文
に
よ
り
解
説
さ
れ
、
第
五
門
は
「
随

喜
功
徳
品
」
の
経
文
に
よ
り
解
説
さ
れ
る
。
持
力
に
つ
い
て
は
、「
法
師
品
」
の
経
文
を
引
い
て
解
説
さ
れ
る
。
修
行
力
は
、
さ
ら
に
説
力
と
行
苦
行
力

と
護
衆
生
諸
難
力
と
功
徳
勝
力
と
護
法
力
の
五
つ
に
細
分
化
さ
れ
、
説
力
は
「
神
力
品
」
の
句
を
引
い
て
解
説
さ
れ
、
行
苦
行
力
は
「
薬
王
菩
薩
本
事

品
」
と
「
妙
音
菩
薩
品
」
に
、
護
衆
生
諸
難
力
は
「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
と
「
陀
羅
尼
品
」
に
、
功
徳
勝
力
は
「
妙
荘
厳
王
本
事
品
」
に
、
護
法
力

は
「
普
賢
菩
薩
勧
発
品
」
と
後
品
（
（4
（

に
示
さ
れ
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
後
半
の
構
成
の
解
説
に
続
い
て
、「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
の
句
が
引
用
さ
れ
、
諸

仏
の
名
号
受
持
に
よ
る
功
徳
の
解
説
が
補
足
さ
れ
る
。

　

本
論
は
、「
第
一
の
序
品
は
七
種
の
功
徳
成
就
を
示
現
す
。
第
二
の
方
便
品
に
五
分
有
り
、
二
を
破
し
、
一
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
示
現
す
。
余
の

品
は
向
き
の
如
し
。
処
分
す
る
こ
と
解
し
易
し
」
で
結
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
序
品
」
と
「
方
便
品
」
の
み
が
詳
細
に
語
句
解
説
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

他
の
章
は
、
そ
の
主
題
が
述
べ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
著
者
は
『
法
華
経
』
の
主
要
テ
ー
マ
を
「
方
便
品
」
に
説
か
れ
る
一
乗
お
よ

び
声
聞
授
記
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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で
―
（
一
）
―
（
二
）」『
東
洋
学
研
究
』
第
五
五
号
、

二
〇
一
八
、
九
九
―
一
一
六
頁
『
国
際
哲
学
研
究
』
第
九
号
、
二
〇
二
〇
、
一
三
三
―
一
四
九
頁
。

（
22
）	

菅
原
泰
典
『
経
集
部
小
経
解
題
』
私
家
版
、
二
〇
〇
〇
、
三
〇
六
―
三
一
〇
頁
。

（
23
）	

松
田
和
信
「
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
の
『
縁
起
経
釈
論
』
に
つ
い
て
の
中
間
報
告
」『
大
谷
学
報
』
第
六
四
巻
第
二
号
、
一
九
八
四
、
五
二
―
五
三
頁
。Y

oshihito G. M
uroji, 

V
asubandhus Interpretation des Pratītyasam

utpāda, Stuttgart: Franz Steiner V
erlag, 1993

も
参
照
。

（
24
）	

チ
ベ
ッ
ト
語
訳
の
『
仏
母
能
断
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
七
義
広
釈
』
は
、
漢
訳
で
は
ア
サ
ン
ガ
の
著
書
と
さ
れ
て
い
る
（『
金
剛
般
若
論
』
大
正
一
五
一
〇
）。

（
25
）	73 6 ’Phags pa D

am
 pa’i chos pad m

a dkar po’i bshad pa / slob dpon Ba su ban dhus m
dzad pa. 

川
越
英
真
『dK

ar chag ’Phang thang m
a

』
東
北

イ
ン
ド・

チ
ベ
ッ
ト
研
究
会
、
二
〇
〇
五
。

（
26
）	bsT

an pa rgyas pa rgyan gyi nyi ’od. K
urtis R. Schaeffer and Leonard W

. J. van der K
uijp. A

n E
arly T

ibetan Survey of Buddhist Literature: T
he 

bsT
an pa rgyas pa rgyan gyi nyi ’od of bCom

 ldan ral gri. Cam
bridge: H

arvard U
niversity Press, 2009, p. 156.

（
27
）	

大
正
第
九
九
巻
、「
昭
和
法
宝
総
目
録
」
二
五
番
、
二
二
七
下
。
庄
司
史
生
「
チ
ベ
ッ
ト
の
仏
典
目
録
に
み
ら
れ
る
漢
文
蔵
訳
文
献
に
つ
い
て
」『
日
蓮
教
学
教
団
史
の
諸
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問
題
』
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
四
、
七
五
―
七
六
頁
。

（
28
）	
西
岡
祖
秀
「『
プ
ト
ゥ
ン
仏
教
史
』
目
録
部
索
引
Ⅱ
」『
東
京
大
学
文
学
部
文
化
交
流
研
究
施
設
研
究
紀
要
』
第
五
号
、
一
九
八
一
、
五
五
頁
。

（
29
）	
た
だ
し
、
前
者
の
情
報
が
、
文
献
そ
の
も
の
を
確
認
せ
ず
に
、『
パ
ン
タ
ン
目
録
』
に
基
づ
い
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
よ
り
も
以
前
に
失
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、『
至
元
法
宝
勘
同
総
録
』
の
情
報
を
考
え
る
と
、
漢
訳
か
ら
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
の
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
（
大
竹
晋
「『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
』
解
題
」

『
新
国
訳
大
蔵
経 

法
華
経
論・

無
量
寿
経
論
他
』
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
一
、
一
一
四
頁
）。
ち
な
み
に
、
チ
ベ
ッ
ト
の
目
録
で
は
、
漢
文
か
ら
の
翻
訳
は
別
に
項
目
を
設

け
て
い
る
が
、
中
国
文
献
か
ら
の
翻
訳
を
意
味
し
て
お
り
、
イ
ン
ド
文
献
の
漢
訳
か
ら
の
翻
訳
を
必
ず
し
も
含
ん
で
い
な
い
。

（
30
）	

望
月
海
慧
「
世
親
『
法
華
論
』
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
は
存
在
し
た
の
か
」『
花
野
充
道
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』（
印
刷
中
）
を
参
照
。

（
31
）	

望
月
海
慧
「『
法
華
玄
賛
』
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
の
特
徴
」『Critical R
eview

 for Buddhist Studies

』
第
一
七
号
、
二
〇
一
五
、
六
〇
―
六
一
頁
。

（
32
）	

池
邊
宏
昭
と
の
共
著
と
な
っ
て
い
る
。

（
33
）	T

erry Rae A
bbott, V

asubandhu’s Com
m

entary to the Saddharm
apundarīkasūtra: A

 Study of Its H
istory and Significance, U

niversity of 
California, Berkeley, 1985, T

hesis.

（
34
）	

奥
野
光
賢
『
仏
性
思
想
の
研
究
』
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
二
、
三
七
―
九
四
頁
。
中
井
本
勝
「
吉
蔵
撰
『
法
華
論
疏
』
の
文
献
学
的
研
究
（
一
）
―
（
三
）」『
智
慧
の
と
も

し
び
―
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
の
展
開
―
中
国・
朝
鮮
半
島・

日
本
篇
』
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
六
、
一
六
三
―
一
八
九
頁
、『
身
延
論
叢
』
第
二
二
号
、
二
〇
一
七
、
二

一
―
四
一
頁
、『
法
華
文
化
研
究
』
第
四
三
号
、
二
〇
一
七
、
二
五
―
六
七
頁
。

（
35
）	

金
炳
坤
「
義
寂
釈
義
一
撰
『
法
華
経
論
述
記
』
に
つ
い
て
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
三
巻
第
一
号
、
二
〇
一
四
、
四
三
―
四
八
頁
、
金
炳
坤・

桑
名
法
晃
「
義
寂

釈
義
一
撰
『
法
華
経
論
述
記
』
の
文
献
学
的
研
究
（
一
）
―
（
四
）」『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
一
五
号
、
二
〇
一
四
、
一
九
―
四
三
頁
、『
身
延
論
叢
』
第
二

〇
号
、
二
〇
一
五
、
五
五
―
六
九
頁
、『
法
華
文
化
研
究
』
第
四
一
号
、
二
〇
一
五
、
三
七
―
五
七
頁
、『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
一
六
号
、
二
〇
一
五
、
二
三

―
三
八
頁
。

（
36
）	

浅
野
学
「
円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
」『
仙
石
山
仏
教
学
論
集
』
第
一
〇
号
、
二
〇
一
八
、
二
三
―
八
〇
頁
。

（
37
）	

武
本
宗
一
郎
「
最
澄
鈔
『
法
華
論
科
文
』
訳
註
」『
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
』
第
二
八
号
、
二
〇
二
〇
、
二
四
二
―
三
六
三
頁
。

（
38
）	

大
竹
晋
「『
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
』
解
題
」『
新
国
訳
大
蔵
経 

法
華
経
論・
無
量
寿
経
論
他
』
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
一
、
一
二
七
―
一
三
〇
頁
参
照
。

（
39
）	

以
下
の
概
要
は
、
望
月
海
慧
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
法
華
仏
教
の
展
開
」
小
松
邦
彰・
花
野
充
道
編
『
法
華
経
と
日
蓮
』
シ
リ
ー
ズ
日
蓮
第
一
巻
、
春
秋
社
、
二
〇
一
四
、

七
〇
―
九
九
頁
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
河
村
孝
照
「『
法
華
論
』
解
題
」『
法
華
文
化
研
究
』
第
二
五
号
、
一
九
九
九
、
一
―
一
三
も
参
照
。

（
40
）	

藤
井
教
公
「
世
親
『
法
華
論
』
訳
注
⑴
」
六
二
―
六
三
頁
で
は
、「
以
得
同
摂
功
徳
義
故
」
の
句
を
菩
薩
功
徳
成
就
の
末
尾
に
か
け
、
菩
薩
の
功
徳
が
仏
と
同
じ
で
あ
る

と
読
む
が
、
こ
こ
で
は
声
聞
と
菩
薩
の
共
通
性
と
理
解
す
る
。

（
41
）	

た
だ
し
、
前
章
で
は
全
体
の
構
成
を
七
成
就
と
し
、
内
容
を
配
置
し
て
い
く
の
に
対
し
、
本
章
で
は
直
接
に
経
文
の
語
句
を
解
説
し
て
お
り
、
注
釈
ス
タ
イ
ル
の
違
和
感
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を
感
じ
る
。

（
42
）	『
法
華
論
』
で
は
、
章
名
に
対
す
る
言
及
は
な
い
が
、
意
味
を
解
り
易
く
す
る
た
め
に
、
章
名
を
補
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
授
記
の
六
処
の
説
明
に
お
い

て
も
同
様
で
あ
る
。

（
43
）	
世
親
が
見
た
で
あ
ろ
う
『
法
華
経
』
に
は
、「
提
婆
達
多
品
」
が
独
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、「
見
宝
塔
品
」
と
す
る
。

（
44
）	「
後
品
」
と
は
、
梵
本
で
は
最
終
章
で
あ
る
「
嘱
累
品
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
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